１．コンプレッサーの概要
石油精製プロセスのなかで，コンプレッサー（圧縮機）はポンプと同様に，流体移動に欠くことのできない重要な回転機械である。特に近年のプロセスは，大型化，高圧・高温条件にあるなかで，このコンプレッサーの役割は大きい。

一般に「コンプレッサーとは，機械エネルギーをガスに伝え，圧力と速度を高める機械であり，その圧力上昇が１kg/cm2以上のものをいう」となっている。しかし，現在実用化されているコンプレッサーは，10 kg/cm2以下の塗装用小型のものから、1,000 kg/cm2を越える石油化学プラントの大型と範囲が広く、石油精製プラントにおいて使用されているなかにも、100 kg/cm2以上，１万回転（毎分）以上の高圧，高速コンプレッサーが数多く見られるようになった。従って，この運転にあたっては，準備，起動から停止，そして運転中の保守に至るまで，きめ細やかな管理が必要であることはいうまでもない。

近年の化学プラントにおける災害事例をみると，ポンプ，コンプレッサー等の回転機の故障によるものが過半数をしめ，更に，この故障の７割が運転員の操作ミスであるといわれている。

これらの災害防止はもちろん，プラントの安全かつ効率運転の基礎は，機器の原理，構造を知り，そのうえで，正しい操作を技能として発揮できることである。
